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《症例報告》

1こ3HMPが高度に集積した肺1腺癌の1例
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　要旨　1231．IMPが腫瘤に一致して高度に集積した原発性肺癌（低分化腺癌）の症例を報告する．右肺の異

常陰影の精査を目的として来院した．胸部X線像上，右肺Sloに長径60　mmの腫瘤を認め，気管支擦過細

胞診にて腺癌と診断された．1231－1MP静注24時間後にSPECT像を撮像したところ，腫瘤に一Li致して高度

の集積増加像を認めた．患者は化学療法施行にもかかわらず，腫瘍の胸膜進展に伴う全身状態の悪化の後，

十二指腸潰瘍からの出血が直接の原因となって死亡した．剖検で1231－IMPの集積が腫瘤に一致していたこ

とを確認した．腫瘍部の病理組織像は低分化腺癌であった．肺癌では腫瘤は低集積像を呈し，腫瘤の周囲に

高集積がみられるとされているが，本症例のように稀に癌腫に一致して集積する症例があることに留意する

必要がある．

1・はじめに

　1231－IMP肺シンチグラフィ後期像では，無気肺

や炎症巣などに一致して異常集積がみられること

が知られている1～4｝．一方，腫瘍部は集積欠損像

を呈し，腫瘍周辺の肺組織に集積増加がみられる

とされているト4）．今回，われわれは腫瘍部に高

度の集積増加を認めた原発性肺癌例を経験したの

で報告する．

II．症　　例

　症例：55歳，男性

　主訴二右肺の異常陰影の精査

　家族歴：特記すべきことなし．

　既往歴：幼少時より気管支喘息があり，10年前

　　＊兵庫県立成人病センター放射線科

　＊＊　　　　　同　　　　呼吸器科
　＊＊＊兵庫県立柏原病院内科
＊＊＊＊ 神戸大学医学部第二病理学教室
＊＊＊＊＊ 大阪医科大学放射線医学教室

受付：2年11月13日
最終稿受付：3年1月7日
別刷請求先：兵庫県明石市北王子町13－70　（●673）

　　　　　兵庫県立成人病センター
　　　　　　　　　　　　　　末　松　　　徹

からは高血圧症の治療を受けていた．

　喫煙歴：1日約60本を35年間吸い続けていた．

　現病歴：平成元年3月1日に近医で検診を受け

たところ，胸部異常陰影を指摘され，精査のため

3月2日に当院へ紹介された．自覚症状は特にな

かった．

　診察所見：右鎖骨上窩に腫大したリンパ節を数

個触知した．聴診上の異常はなかった．

　検査所見および経過：

　胸部X線像およびCT像では右肺Sloに60〆
55×50mmの辺縁不整な腫瘤を認めた（Fig．　l　a，

b）．同腫瘤の気管支擦過細胞診の結果は腺癌であ

った．

　1231－IMP肺シンチグラフィは1231－IMP　111

MBq（3　mCi）静注24時間後の5月20日に行った．

なお，初診時より1231－IMP肺シンチグラフィ施

行までの間に化学療法を2クール行ったが，腫瘤

の縮小はみられなかった．

　1231－1MP肺シンチグラムSPECT像（Fig・2）で

は，腫瘍と腫瘍周辺の肺組織を含むと思われる範

囲に強い集積増加を認めた．

　患者は腫瘍の胸膜進展に伴う多量の胸水貯留な

どにより全身状態がしだいに悪化した後，十二指
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腸潰瘍からの川lflLがlll接a）原因とな’，て7月22日

に死亡した．

　剖検で摘出した右肺の冠状断面像（Fig．3）から

も，1231－IMPが腫瘍部に集積したことが明らかで

28　巻3　号（199D

あilた，

　腫瘍部の病理組織像は低分化型の腺癌であった

（Fig．4）．
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Fig．1　Chest　radiography（a）and　post－contrast　CT　scan（b｝reveal　a　60・55　50　mm，

　　　　irregular　mass　in　the　lower　lobe　of　the　right　lung．
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Fig．2　The　coronal　24－hour　SPECT　images　with　IL’：ll－IMPshow　an　area　of　increascd

　　　　accumulation　corresponding　to　the　extent　including　thc　tumor　and　thc　lung

　　　　tissue　around　the　tumc）r，
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1231・IMPが高度に集積した肺腺癌の1例
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Aphotograph　of　a　coronal　section　of　the　right

lung　removed　at　necropsy　shows　irregurar

tumor　mass（arrowheads）corresponding　to　the

site　of　high　IL’31－IMP　concentration．
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Fig．4　Histological　picture　of　the　tumor　specimen　ob－

　　　tained　with　necropsy　demonstrates　a　poorly

　　　dif『erentiated　adenocarcinoma．

III．考　　察

　1231－IMP肺シンチグラフィ後期像では無気肺

や炎症に一致して集積増加を認め，癌腫には集積

しないとされている1～4）．肺腫瘍への集積例とし

ては，われわれの知るかぎりでは，これまでに悪

性黒色腫の肺転移巣への集積が報告されているの

みである5）．

　123HMPが多用される脳でも通常，腫瘍への集

積増加はないとされている6～8）．後期像における

1231－IMP脳腫瘍への集積増加としては悪性リン

パ腫6），悪性星細胞腫6），膠芽腫7），肺小細胞癌お

よび気管支カルチノイドの脳転移巣9・10）などの報
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告例が散見されるのみである．また，脳以外では

気管支カルチノイドのリンパ節転移巣lo），悪性黒

色腫12）などの報告がある．肺腺癌の骨転移巣へ

の集積増加例も報告されているが，この肺腺癌骨

転移例では原発巣への集積は確認されていない12）．

　今回呈示した肺腺癌がどのような機序で高集積

を示したかは不明である．悪性黒色腫への集積は

1231－IMPのメラニン産生細胞10），気管支カルチ

ノイドではAPUD（amine　precursor　uptake　and

decarboxylation）系の細胞9）との関連が示唆され

ている．

　脳腫瘍では1231－IMP投与直後の画像は腫瘍の

血流量を反映するが，後期像では関連は認められ

ていない6・8）．肺腫瘍でも後期像において通常低

集積を示すことから腫瘍血流量の関与は少ないと

推測される．今回示した症例でも病理組織像や造

影CTの増強効果をみたかきりでは，血管増生が

強いとはいえなかった．したがって，腫瘍部が高

集積を呈する原因は取り込みと保持がなんらかの

特異な機序により充進したものと考えられる．一

つの可能性として否定できないのはAPUDO系

との関連である．肺腫瘍のうち，APUDO系の細

胞の一つであるKultschitzky細胞を発生母細胞

とするものはカルチノイドと小細胞癌とされて

いる13）．しかし，腺癌の母細胞の一つとしても

Kultschitzky細胞があげられている13）．本症例で

は症状に内分泌活性を示すものはなかったが，

APUDO系との関連が明確には否定できなかった．

　1231－IMP肺シンチグラフィ後期像は腫瘍には

集積せず，炎症に集積する性質を有することから，

肺癌と炎症との鑑別3）や肺胞上皮癌の診断4）など

に有用であるとされている．これらの診断に際し

ては，稀ではあるが，本症例のように高集積を呈

する癌腫があることに留意する必要がある．
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Summary

A　Case　of　lncreased　1231－IMP　Uptake　in　Adenocarcinoma　of　the　Lung

Toru　SuEMATsu＊，　Shqji　YosHIDA＊，　Hiroshi　YAMAMoTo＊＊，

Tsutomu　MARuTA＊，　Kanji　OGAwA＊，　Eisaku　KoMoTo＊＊＊，

　　　Mitsuzo　HoRlo＊＊＊＊and　lsamu　NARABAYAsHl＊＊＊＊＊
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　　　　　＊＊＊Depart〃lent　qノ’ルledi（’i〃e，　Hyo官O　Profle（’tural　Kaibara　HOS）りita／

＊＊＊＊The　Se（・ond　Depart〃lent　Of　Patholo8γ，　Kobe〃〃’versitγSchoot　Oゾ’ルled’（・ine

　　　　　　　　＊＊口＊Depart’ne’〃‘」1’　Radio／ogy，　Osaka　Medi（・o／Co〃es・e

　　It　has　been　reported　that　delayed　1231－IMP　lung

scintigraphy　shows　a　defect　corresponding　to　the

tumor　with　increased　accumulation　around　the

tumor，　and　that　an　increased　accumulation　is　as－

sociated　with　atelectasis　and　infiammation．

　　We　presented　a　case　of　increased　uptake　of　i231－

IMP　in　lung　cancer．　None　of　the　other　reported

case　of　increased　uptake　in　lung　cancer，　to　our

knowledge，　occurred．

　　A55－year－01d　man　had　a　6　cm　mass　in　the　lower

lobe　of　the　right　lung．　Cytologic　examination　with

asmall　curette　diagnosed　the　case　as　an　adeno－

carclnoma．
　　The　1231－IMP　scintigraphy　was　performed　24

hours　after　intrayenous　injection　of　111MBq　of

1231－1MP．　The　l231－IMP　SPECT　lung　images

showed　an　area　of　increased　1231－IMP　concentra－

tion　corresponding　to　the　tumor　mass．

　　The　patient’s　subsequent　course　was　charac－

terized　by　massive　pleural　effusion　caused　by　exten－

sive　invasion　to　the　pleura　despite　chemotheraphy．

He　died　about　2　months　after　the　1231－IMP　scinti－

graphy．　The　right　lung　removed　at　necropsy

confirmed　that　the　area　of　high　1231－IMP　concen－

tration　corresponded　to　the　mass，　which　proved　a

poorly　differentiated　adenocarcinoma．

　　One　should　note　that　there　is　an　unusual　case

with　high　1231－IMP　uptake　in　lung　cancer．

　　Key　words：123HMP，　Lung　neoplasm，　Radio－

nuclide　study，
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